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701億75百万円（2019年3月末現在）
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32,280名（2019年3月末現在）
自動車輸送、鉄道利用輸送、海上輸送、船舶利
用輸送、利用航空輸送、倉庫、旅行、通関、重量
品・プラントの輸送・建設、特殊輸送、情報処理・
解析などの物流事業全般および関連事業
https://www.nittsu.co.jp/
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• RPA導入システムで印刷を実施する業務が多く、ロボット端末へ逐一プリンタドライバを
インストールする作業負荷が急激に増大
• 印刷環境に変更があった場合、手動ではなく一斉に変更を配布できる更新の仕組みが必要
• 業務現場でのスムーズな再印刷を実現する仕組みが欲しい
• 印刷が自動化された際、プリンタ上に印刷物がそのまま放置されるリスクを回避したい

課題背景

• プリンタ設定の手間や時間を劇的に削減
　全国の拠点に配置された150台を超えるプリンタドライバを仮想化し、ロボット端末の新規
追加時のプリンタセットアップ負荷を劇的に削減
• プリンタ変更の一斉配信が可能に
　ロボット端末に置かれたプリンタネームの変更時など、変更情報の一斉配信・更新が可能に
• PDF保存により現場でのスムーズな再印刷を実現
　印刷と同時にドキュメントをPDF化して保存し、業務現場で必要な時に再印刷が可能に
• 印刷物のプリンタ上への放置を防止
　印刷ドキュメントを直接PDF化することで、人手を介して出力できるセキュリティ環境を確保

成　　果

RPA導入時の課題である膨大なプリンタ設定の作業負荷を劇的に削減し、
印刷業務の自動化を実現

日本通運株式会社 様
WebSAM PrintCenter V 導入事例

事例のポイント
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WebSAM PrintCenter V 導入事例
日本通運株式会社 様

日本通運株式会社様(以下、日通様)では、先進的
技術への取り組みの一環として、2017年9月から
RPA導入の企画検討を開始し、2018年3月にプロ
ジェクトを発足させました。
日通様の作業現場は、その性質上、PCが存在しな
い現場も多く、紙へ情報を書き加えながら作業を進
める必要があり、また、業務上、証憑の保管義務が
定められている帳票の紙出力など、印刷が欠かせ
ない業務が少なからずあります。RPA導入が進むに
つれ、プリンタ環境をいかに迅速かつスムーズに構
築できるかが大きな課題となっていました。

同社では、業務を遂行するRPAを本社で集中的に運
用管理しており、どのロボット端末でもRPAが実行
できるよう、すべて同一のプリンタ環境を整えてお
くことが必要でした。そこで大きなネックになったの
は、印刷現場の端末へプリンタドライバを逐一イン
ストールしなければならないという課題でした。
「例えば、プリンタドライバの設定にはメンテナンス
が必要ですが、RPAは常に業務を実行しているので
時間が取れません。どうしたら業務に影響なく、短
期間で出力環境を整備できるかが大きな課題でし
た」と語るのはIT推進部・係長の銀岡良太氏です。
「印刷が必要なRPAは現在179台ですが、それらす
べてにドライバを設定する負荷が急増しつつあるの
が課題でした。拠点で新たなプリンタを追加したり、

プリンタの変更があるたびに再設定が発生し非効
率でした」と、IT推進部・課長の井上恵太氏は当時
を振り返ります。
そのため、RPAが急増する中で業務現場の印刷環
境に変更があった場合、その都度手動で変更するの
ではなく、一斉に変更を配布できる効率的な更新の
仕組みが必要でした。
また、印刷と同時にPDFを生成して保存し、現場で
の再印刷を可能にしたいという要望もありました。
さらに、印刷が人手ではなく自動化された際、プリン
タ上へドキュメントが放置されるセキュリティ上の懸
念もありました。
これらの課題を解決するために、日通様では新たな
システムの導入を検討し始めました。

お問い合わせは、下記へ

NEC ファーストコンタクトセンター　ソフトウェアお問い合わせ窓口
TEL： 0120(58)0595
【受付時間】9：00～12：00　13：00～17：00　月曜日～金曜日（祝日・NEC所定の休日を除く） 

日通様は当初、課題を解決するために3社の製品
を検討しました。WebSAM PrintCenter V（以下、
PCV）を選定したのは、PCVがカスタマイズ性に優
れており、柔軟な仕組みづくりができると判断した
からです。
システムの安定性も、大きな選定要因の1つでした。
既存システムとの親和性が高く、大きな手直しが不

要な点も魅力でした。さらに、NECなら難しい課題
やニーズにも柔軟かつ的確に対応してくれるとい
う、同社における長年の実績も評価されました。
「長年の付き合いという安心感がありました。IT推
進部だけでなく、社内の様々なIT部門に関わって
いるので、NECと弊社の先輩同士がこれまで築き
上げてきた信頼性というのが、とても大きいと感じ
ます」（井上氏）
「PCVをベースに、多くの課題に対応してくれるサ
ポート体制が魅力でした。『ここまでしかできない』

というベンダーが多い中、NECは解決策を提案して
くれるなど、柔軟に対応していただけるサポート面
を高く評価しました」（銀岡氏）
こうして2019年3月にPCVの導入を開始。導入さ
れているプリンタの機種が多岐にわたるため、プリ
ンタの検証作業が大変でしたが、NEC内で動作確
認済みのケースも多く、両社間で密接なコミュニ
ケーションを取りながら導入をスムーズに進めま
した。そして、約3カ月後の5月にPCVの運用をス
タートします。

日通様には印刷実行用の仮想端末が14台、ドライ
バの必要なプリンタが約150台あるので、ドライバ
設定が1台あたり約10分として、従来はのべ約350
時間ものリードタイムが必要でした。しかし、PCVの
導入後は作業時間が劇的に短縮されました。
「現在、RPA端末が急増しており、同時に現場からの
変更や削除の依頼もきますので、その都度発生して
いたインストールや設定変更の作業負荷が、一気に
削減されました」（井上氏）
日通様では、RPAを本社集約型で運用しているた
め、印刷環境も統合しないと運用管理の調和が取
れないという課題もありましたが、PCVの導入で各

拠点の業務現場へトータルなシステムサービスが可
能になりました。また、従来は現場の印刷状況を把
握できませんでしたが、印刷履歴を本社からも参照
できます。もしシステムがおかしな動きをすればログ
に残るので、障害の切り分けにも役立っています。
印刷時に生成されたPDFを活用するのはこれから
ですが、印刷帳票のバックアップとして保存されて
います。印刷要求をスプールサーバへ蓄積し人手で
出力できる、帳票のプリンタ放置を防止する仕組み
も整いました。さらに、日通様は2019年10月に機
構改正が行われ、業務現場にある全プリンタの名称
が変更されましたが、PCVによって迅速に対応する
ことができました。
「私たちはプリンタの素人ですので、スムーズに運用
できるのはNECのおかげです。運用後も変わらな

いサポート品質が、非常にありがたいと思います」
（銀岡氏）
「予想を上回るスピードで業務現場からの印刷設定
依頼が来ますが、現場の依頼から導入まで平均1週
間以内でできます。多数の依頼があるにもかかわら
ず延滞しないのは、PCVを導入した大きな成果です」
（井上氏）
日通様では、RPAの目標として2021年度末までに、
年換算時間で100万時間の削減をめざしています。
今後は、さらなるRPA業務拡大に加え、システムの
冗長化と、RPA端末の急増で生じるシステム負荷
を、どのように回避し、安定稼働を続けるのかをテー
マに取り組んでいく考えです。

導入前の背景や課題

選択のポイント

導入後の成果

RPA導入に伴い、プリンタドライバなど
印刷設定の負荷が急増

柔軟で手厚いサポートと、
長年の実績による
信頼性と安心感から選定

業務現場に配置されたプリンタの、
設定・変更リードタイムを劇的に削減

●本カタログに記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。
●このカタログの内容は改良のため予告なしに仕様・デザインを変更することがありますのでご了承ください。
●本製品の輸出（非居住者への役務提供等を含む）に際しては、外国為替及び外国貿易法等、関連する輸出管理法令等を
　ご確認の上、必要な手続きをお取りください。ご不明な場合、または輸出許可等申請手続きにあたり資料等が必要な場合
　には、お買い上げの販売店またはお近くの弊社営業拠点にご相談ください。
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